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令
和
4
年
4
月
1
日
に
着
任
し
今
年
で
2

年
目
を
迎
え
ま
す
校
長
の
須
藤
浩
で
す
。

新
潟
県
立
六
日
町
高
等
学
校
同
窓
会
・
後

援
会
の
会
報
の
発
行
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
本
校
は
、
大
正

13
年
5
月
4
日
の
新
潟
県
立
六
日
町
中
学
校

の
開
校
か
ら
数
え
て
今
年
で
創
立
100
年
を
迎

え
ま
し
た
。
10
月
14
日
（
土
）
に
は
創
立
100

周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
、
そ
の
後
は

記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
前

日
の
10
月
13
日
（
金
）
に
は
同
窓
の
大
坪
賢

次
様
の
お
力
添
え
で
、
シ
ド
モ
ア
桜
の
記
念

植
樹
セ
レ
モ
ニ
ー
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
言
う
ま
で
も
な
く
県
内
屈
指
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
名
門
校
で
す
。

今
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
目
の
前
に
聳

え
立
つ
「
六
高
」
で
す
が
、
100
年
前
、
中
等

教
育
機
関
設
置
の
熱
き
思
い
を
心
に
抱
く
、

こ
の
地
域
の
「
俊
傑
」
の
ご
尽
力
で
、
600
名

の
生
徒
と
と
も
に
我
々
は
教
育
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

本
校
へ
の
地
域
の
皆
様
か
ら
の
期
待
は
大

き
い
で
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

創
立
100
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
度

よ
り
、「
翔
け
俊
傑
！
六
高
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
〜
次
の

100
年
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
を

六
高
か
ら
〜 

を
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。
本
校

生
徒
玄
関
脇
の
校
舎
壁
面
に
も
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
様
々
な
分
野
の
経

営
者
、
研
究
者
、
技
術
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
分
野
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
、
一
流

芸
術
家
な
ど
を
お
招
き
し
、
出
前
授
業
、
講

演
・
講
話
な
ど
を
実
施
し
生
徒
の
視
野
や
識

見
を
広
め
深
め
さ
せ
、
生
徒
の
人
間
的
成
長

を
伸
張
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

六
高
の
生
徒
に
世
界
の
「
一
流
」
を
間
近

に
体
験
・
経
験
さ
せ
、
自
ら
意
欲
的
・
主
体

的
に
自
分
自
身
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
、
本
校
か
ら
輩
出
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
皆
様
か
ら
の
ご

支
援
を
受
け
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
今
年
1
月
31
日
に
は
、
本
校
の
同

窓
で
あ
り
、
世
界
の
政
官
財
の
首
脳
と
ご
親

交
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
新
潟
県
人
会
の
会
長
で
あ
り
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
名
誉
総
領
事
を
務
め
ら
れ
て
い
る
大
坪

不
動
産
株
式
会
社
社
長
の
大
坪
賢
次
様
か
ら

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
5
月
19
日
に
は
、
同
じ
く
同
窓
の
株

式
会
社
ア
ル
プ
ス
技
研
の
創
業
者
で
最
高
顧

問
で
あ
り
、
南
魚
沼
市
産
業
育
成
支
援
特
別

顧
問
の
松
井
利
夫
様
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

両
氏
の
講
演
会
の
模
様
の
一
部
を
本
校

H
P
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
世
界
・
日
本
で
活
躍
さ
れ
る
「
一

流
」
の
方
々
を
お
招
き
し
お
力
添
え
を
賜
る

予
定
で
す
。

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
本
校
は
創

立
100
周
年
の
伝
統
校
で
す
。
伝
統
と
は
「
創

造
・
進
化
・
発
展
の
積
み
重
ね
」
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
「
六
高
」
の
伝
統
を
創
り
継
承
し

て
い
く
主
体
は
、
皆
様
の
後
輩
で
あ
る
「
未

来
の
俊
傑
」
で
あ
る
「
六
高
生
」
自
身
で
す
。

地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、

「
憧
憬
れ
精
進
み
て
止
ま
ざ
る
心
」
を
堅
持

し
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、
次
の
100
年
の
た
め

に
地
域
や
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
ん

で
参
り
ま
す
。

私
た
ち
教
職
員
も
皆
様
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
支
援
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
支
援
を
し
、

「
応
援
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
」

を
つ
く
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
校

の
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど

を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
六
高
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
支
援
と

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

六
日
町
高
等
学
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同
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会

会
　
長
　 
中 
嶋 

成 

夫

祝 

創
立
100
周
年

 

〜
次
の
100
年
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
を「
六
高
」か
ら
〜

  

本
校
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン

  「
地
域
の
伝
統
校
と
し
て
、地
域
社
会
、

    

国
内
、海
外
で
活
躍
で
き
る

    

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
学
校
」

校
　
長
　 

須 

藤 

　
浩

あ
ざ
や
か
な
桜
の
季
節
に
新
入
生
を
迎
え
、

緑
濃
く
若
葉
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
1
年
で
一
番
好
ま
し
い
頃
、
部
活

動
の
編
成
も
終
わ
り
新
入
生
も
少
し
は
学
校

に
慣
れ
学
校
全
体
が
活
気
を
見
せ
て
、
新
し

い
学
年
度
と
し
て
動
き
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
3
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

苦
し
め
ら
れ
、
子
ど
も
達
も
先
生
も
学
校
の

型
が
く
ず
れ
た
中
で
の
学
校
教
育
の
難
し
さ
、

子
ど
も
達
に
十
分
の
教
育
環
境
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
恐
怖
が
去
り
、
通
常
の
高
校
生
活

が
送
れ
る
年
に
今
年
こ
そ
な
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

今
年
は
い
よ
い
よ
六
日
町
高
等
学
校
の
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
百
年
の
集
大
成
と
次
の

百
年
に
向
か
っ
て
何
を
目
標
に
す
る
の
か
き

ち
ん
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
江
戸

末
期
の
蘭
学
者
、
渡
辺
崋
山
は
「
眼
前
の
繰

廻
し
に
、百
年
の
計
を
忘
れ
る
な
か
れ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
百
年
は
悠
久
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、

ほ
ん
の
一
瞬
で
す
が
歴
史
は
百
年
単
位
で
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
見
据
え
て

百
年
の
計
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

昨
年
12
月
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
あ
り
、
日
本
選
手
の
奮
闘
が
あ
り
国
中
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
3
月
に
は
W
B
C
の

大
会
が
あ
り
日
本
が
世
界
の
頂
点
に
立
ち
ま

し
た
。
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍
が
日
本
中
に
感

動
と
勇
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
と
い
う
二
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
打
ち
ひ
し
が
れ
失

わ
れ
た
30
年
と
言
わ
れ
長
く
低
迷
の
続
い
て

い
る
日
本
の
未
来
に
明
る
い
兆
し
が
感
じ
取

れ
る
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
、
学
生
は
広
い
視

野
を
持
ち
地
域
を
日
本
を
世
界
を
見
て
、
そ

し
て
最
善
の
方
法
を
見
出
し
て
欲
し
い
し
、

そ
の
力
を
最
終
的
に
は
故
郷
の
た
め
に
使
っ

て
欲
し
い
。
そ
う
い
う
教
育
そ
し
て
生
徒
た

ち
の
自
覚
を
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
百
年
に
も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
前
を
向

い
て
皆
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
日
本
再
生
に

つ
な
が
っ
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
か
ら
そ
う
願
い
ま
す
。
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進
路
状
況
報
告

令和
五年度

今
年
度
入
試
で
は
，少
子
化
に
よ
り
大

学
志
願
者
数
は
減
少
が
続
く
一
方
で
私

立
大
を
中
心
と
し
た
入
学
定
員
増
に
よ

り
大
学
の
入
り
口
は
さ
ら
に
広
ま
っ
た
。

受
験
生
に
と
っ
て
追
い
風
の
受
験
環
境

で
，現
役
生
中
心
の
入
試
と
い
う
近
年
の

特
徴
も
強
ま
っ
た
。

難
関
大
や
都
市
部
の
大
学
で
は
志
願

者
数
を
保
つ
も
の
の
，地
方
で
は
国
公
立

大
も
競
争
緩
和
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

３
年
目
を
迎
え
た
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
は
，平
均
点
は
ア
ッ
プ
し
た
も
の

の
，理
科
②（
化
学・
生
物
）で
得
点
調
整

を
実
施
す
る
な
ど
，依
然
難
易
度
が
安
定

し
て
い
な
い
。加
え
て
，独
特
の
出
題
傾

向
が
私
立
大
専
願
者
の「
共
通
テ
ス
ト
離

れ
」を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

本
校
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
。

昨
年
度
の
卒
業
生
一
八
二
名（
五
ク

ラ
ス
）の
う
ち
、
上
級
学
校
志
願
者
は

一
七
八
名
で
、
実
際
の
進
学
者
数
は

一
六
九
名
で
あ
っ
た
。
進
学
状
況
は
表

の
通
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

に
は
一
五
○
名
の
生
徒
が
挑
ん
だ
。
三

年
生
全
体
に
占
め
る
共
通
テ
ス
ト
試
験

受
験
者
の
割
合
は
八
二
．
四
％
で
あ
っ

た（
昨
年
よ
り
四
．四
ポ
イ
ン
ト
増
）。ま

た
，国
公
立
大
学
の
受
験
に
必
要
と
さ

れ
る
五
教
科
以
上
を
受
験
し
た
生
徒
は

共
通
テ
ス
ト
受
験
者
数
の
約
四
○
％
の

七
三
名
で
あ
っ
た
。（
昨
年
度
入
試
は

八
六
名
，一
昨
年
度
入
試
は
五
〇
名
）。

平
均
点
は
九
〇
〇
点
満
点
中
、文
系
は

五
二
四
点（
全
国
比
マ
イ
ナ
ス
六
点
）、理

系
四
八
三
点（
全
国
比
マ
イ
ナ
ス
六
五
点
）

で
あ
っ
た
。

国
公
立
大
の
総
合
型
選
抜
で
は
一
名

が
挑
戦
し
た
が
合
格
者
は
い
な
か
っ
た
。

総
合
型
選
抜
で
は
研
究
分
野
に
対
す
る

深
い
造
詣
，学
業
以
外
に
取
り
組
ん
だ
体

験
を
，ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か

が
大
切
に
な
る
。合
わ
せ
て
，基
礎
学
力

の
チ
ェ
ッ
ク
も
課
せ
ら
れ
る
。

学
校
推
薦
型
選
抜
入
試
に
は
現
役
生

の
べ
二
一
名
が
挑
戦
し
た
。
合
格
者
は 

新
潟
大（
四
）・
新
潟
県
立
大（
三
）・
新
潟

県
立
看
護
大（
三
）・
上
越
教
育
大（
二
）・

高
崎
経
済
大（
一
）・
奈
良
県
立（
一
）の

計
一
四
名
を
数
え
た
。合
格
率
は
六
六
．

七
％
で
あ
っ
た
。
国
の
指
針
で
学
部
改

変
が
進
み
，総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型

選
抜
の
枠
が
増
え
た
。
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
を
中
心
に
学
力
や
専
門
性
の
見

識
を
問
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
に
合
格
す
る
た
め

に
は
，学
校
の
成
績（
５
段
階
評
定
）が

高
い
こ
と
に
加
え
，小
論
文
や
面
接
，口

頭
試
問
で
高
得
点
が
取
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
最
近
で
は
集
団
討
論
を
課

す
大
学
も
増
え
て
き
て
い
る
。
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
を
課
す
大
学
も
増
加
傾

向
だ
。

一
般
選
抜（
旧
一
般
入
試
）に
お
い
て

は
，本
年
度
も
共
通
テ
ス
ト
の
判
定
を
見

て
国
公
立
大
へ
の
出
願
を
取
り
や
め
，私

立
大
へ
変
更
す
る
者
も
い
た
が
，最
終
的

に
国
公
立
大
を
受
験
し
た
現
役
生
徒
は

の
べ
七
二
名
。こ
の
う
ち
，合
格
者
は
の

べ
四
五
名
で
あ
る
。
共
通
テ
ス
ト
の
自

己
採
点
の
判
定
が
悪
い
中
で
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
者
や
，ま
た
，志
望
校
を
担
任

と
十
分
に
検
討
し
，的
確
な
と
こ
ろ
に
変

更
し
合
格
し
た
者
も
お
り
，全
体
と
し
て

は
前
期
試
験・独
自
日
程
試
験
で
は
三
三

名
が
合
格
，後
期
試
験
で
は
八
名
が
合
格

し
た（
昨
年
は
一
名
）。
本
校
の
生
徒
が

最
後
ま
で
挑
戦
し
，あ
き
ら
め
ず
に
受

験
し
た
成
果
で
あ
る
。
新
潟
県
立
大
学

の
人
間
生
活
学
部
健
康
栄
養
学
科
で
は
，

一
昨
年
よ
り
学
科
試
験
か
ら
集
団
討
論

に
変
わ
っ
て
お
り
，学
校
推
薦
型
で
は
学

科
試
験
、一
般
選
抜
で
は
集
団
討
論
と
、

他
大
学
と
は
逆
の
対
応
に
な
る
。
大
学

ご
と
に
事
前
の
研
究
と
対
策
が
必
要
と

な
る
。

私
大
の
一
般
選
抜
は
，受
験
人
口
の

減
少
に
よ
り
大
学
に
よ
っ
て
は
ほ
ぼ

全
入
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
，

中
堅
大
以
上
は
相
変
わ
ら
ず
志
願
倍

率
も
高
く
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
学
力

が
な
い
と
合
格
で
き
な
い
。
本
年
度
は

G
M
A
R
C
H（
学
習
院・明
治・青
山
学

院・
立
教・
中
央・
法
政
）は
七
名
の
現
役

合
格
者
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
中
堅

大
の
日
東
駒
専（
日
本・
東
洋・
駒
澤・
専

修
）で
は
一
五
名
が
合
格
し
，私
大
全
体

の
現
役
合
格
者
は
延
べ
一
九
七
名
と
な

り
，八
四
名
が
進
学
し
た
。
ま
た
，都
市

部
の
大
学
を
中
心
に
定
員
超
過
を
是
正

す
る
た
め
，正
規
合
格
者
数
を
減
ら
し
，

補
欠
候
補
者
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
，

合
格
者
数
を
調
整
す
る
方
針
は
昨
年
と

変
わ
ら
な
い
。こ
の
余
波
で
，一
部
地
方

私
立
大
学
も
難
化
し
て
い
る
。

短
大
の
延
べ
合
格
者
数
は
，公
立
短
大

四
名
，私
立
短
大
六
名
で
，実
際
の
進
学

者
数
は
七
名
で
あ
っ
た
。

専
門・
各
種
学
校
進
学
者
は
二
九
名

（
昨
年
四
二
名
）で
あ
っ
た
。

浪
人
生
は
七
名（
昨
年
四
名
）で
あ
る
。

自
分
の
志
望
校
を
あ
き
ら
め
ず
浪
人
を

決
意
し
た
生
徒
は
，来
年
は
き
っ
と
志
望

校
の
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
く
れ
る
も
の

と
思
う
。

就
職
に
つ
い
て
は
、四
名
の
生
徒
が
公

務
員
を
希
望
し
た
。ま
た
、民
間
就
職
希

望
者
は
一
名
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

公
務
員
採
用
試
験
は
、南
魚
沼
市
一

名
，津
南
町
一
名
，税
務
職
員
一
名
が
合

格
し
た
。
就
職
に
お
い
て
も
一
名
が
希

望
職
種
か
ら
内
定
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、今
年
度
も
六
高
生
が
そ
の
素

直
さ
と
潜
在
能
力
の
高
さ
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、個
々
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ

う
指
導
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

同
窓
会・後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、変
わ
ら
ず
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、後
輩
達
の
検
討
を
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

卒業生の進路状況
卒業年 R5 R4 R3 R2 H31

国公立大学 49 33 28 42 47

私 立 大 学 84 105 98 102 108

短 期 大 学 7 3 6 4 10

専 門 学 校 29 42 54 54 43

就 職 4 3 3 4 9

浪 人 ・ 他 9 5 7 15 11

合 計 182 191 196 221 228

ク ラ ス 5 5 6 6 6

主な大学の合格者数（現役生）
卒

業

年

新

潟

上
越
教
育

長
岡
技
科

新
潟
県
立

新
潟
県
立
看
護

長
岡
造
形

三
条
市
立

秋

田

岩

手

東

北

山

形

福

島

筑

波

茨

城

群

馬

埼

玉

千

葉

東
京
学
芸

横
浜
国
立

富

山

信

州

金

沢

長

野

静

岡

名

古

屋

横
浜
市
立

高
崎
経
済

群
馬
県
立
女
子

都
留
文
科

青

山

学

習

院

慶
應
義
塾

駒

澤

國

學

院

芝
浦
工
業

成

蹊

専

修

中

央

東
京
農
業

東
京
理
科

東

洋

日

本

法

政

明

治

明
治
学
院

立

教

H31 10 1 7 1 2 7 1 1 3 2 1 2 1 1 2 3 5 1 3 6 2 4 11 5 4 3 5

R2 8 2 1 5 4 2 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 3 1 1 1 2 1 3 2 5 2 6

R3 6 1 3 2 2 1 3 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 2 8 4 4 3

R4 8 1 4 2 2 1 1 1 4 1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 3 1 2 3 2 7 2 3 7 3 2 2

R5 6 3 9 5 1 3 1 1 2 1 2 3 1 1 3 1 1 2 4 2 8 2 4
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2023（令和5）年入試 大学合格者延べ数 （4/1現在）

国公立大学 現役
北見工業　　　 2

工 2
秋田 1

理工 1
宮城教育 1

教育 1
山形 3

地域教育文化 1
理 1
工 1

福島 1
人文社会学群 1

東京学芸 1
教育 1

新潟 6
人文 2
経済科学 2
教育 1
医　保健 1

上越教育 3
学校教育 3

金沢 1
人間社会学域 1

信州 2
工 2

国公立大学 現役
釧路公立 1

経済 1
青森公立 1

経営経済 1
秋田県立 2

システム 1
生物資源 1

山形保健医療 1
保健医療 1

横浜市立 2
国際商 1
国際教養 1

神奈川県立保健福祉 1
保健福祉 1

新潟県立 9
国際地域 5
国際経済 1
人間生活子ども 1
人間生活管理栄養 2

新潟県立看護 5
看護 5

群馬県立女子 1
国際コミュ 1

高崎経済 3
経済 1
地域政策 2

山梨県立 1
国際政策 1

長野県立 2
グローバル 1
健康発達 1

石川県立看護 1
看護 1

福井県立 1
経済 1

静岡文化芸術 1
文化政策 1

奈良県立 1
地域創造 1

公立鳥取環境 1
経営 1

国公立大学合計
現役
55

私立大学 現役
尚絅学院大学 1

健康栄養 1
国際医療福祉 3

医療福祉 1
成田看護 1
成田保健 1

白鴎 2
経営 1
教育 1

上武 1
ビジネス 1

群馬パース　 1
リハビリ 1

桐生 2
医療保健 2

城西　　　　　 1
理 1

駿河台 3
心理 2
経済経営 1

獨協 1
法 1

文教　　　　　 3
人間科学 3

文京学院　　　　 2
外国語 1
人間 1

目白 2
心理 1
社会 1

埼玉学園　　　　 1
人間 1

尚美学園　 1
総合政策 1

浦和 1
こども 1

江戸川 1
メディア 1

千葉工 1
工 1

千葉商科 1
サービス 1

帝京平成　　　 1
健康医療 1

秀明 4
学校教師 4

青山学院 1
理工 1

私立大学 現役
亜細亜 3

経済 1
経営 1
国際関係 1

桜美林　　　　 4
リベラル 4

杏林 2
外国語 1
保健 1

國學院 1
人間開発 1

駒澤 3
文 2
経済 1

順天堂　　　　 2
医療看護　 1
保健看護 1

成蹊 1
経済 1

専修 2
文 1
経営 1

大正 3
文 2
社会共生 1

大東文化 4
文 3
経済 1

高千穂 2
経営 2

拓殖 3
外国語 2
工 1

玉川 1
農 1

中央 4
文 1
理工 3

帝京 2
法 1
経済 1

東海 16
文 3
人文 1
経営 1
観光 3
国際文化 1
文理融合 1
理 1
工 1
健康 2
海洋 1
生物 1

私立大学 現役
東京家政　　　 3

人文 2
家政 1

東京経済 2
経済 2

東京工科 1
応用生物 1

東京農業 3
国際食料 1
生物産業 2

東洋 2
国際観光 1
国際 1

日本 8
経済 1
文理　　 1
工　　　 4
生産工 1
国際関係 1

日本社会事業 1
社会福祉 1

日本体育 2
スポマネ 2

法政 2
経営　　　 1
現代福祉 1

明治学院　　　 4
文 1
法 1
経済 1
社会 1

明星 3
人文 1
理工 2

神奈川　　 11
法 2
経済 4
国際日本 1
人間科学 2
理 2

神奈川工科　　 3
応用バイ 3

関東学院　 8
法 2
教育 2
国際文化 2
理工 1
栄養 1

桐蔭横浜大　　 1
法 1

フェリス女学院 1
文 1

私立大学 現役
敬和学園　　 2

人文 2
新潟経営 1

経営情報 1
新潟薬科 2

臨床検査 1
応用生命 1

新潟工科　 6
工 6

新潟青陵　　　 3
福祉心理　 1
看護 2

長岡　　 2
経済経営 2

新潟医療福祉　 22
社会福祉　 2
医療技術 8
健康科学　 1
リハビリ　 5
看護 6

新潟リハビリ　　　 1
医療 1

開志専門職 1
アニメマ 1

金沢工業　　　 7
工　　　　 1
情報工 1
ロボティクス 3
航空システム工 1
電気電子工 1

金沢学院　　　 2
文 2

山梨学院 1
法 1

常磐　 1
教育 1

京都産業　 1
現代社会 1

甲南女子 1
文 1

帝塚山 1
文 1

奈良 1
文 1

立命館アジア太平洋 1
太平洋 1

私立大学合計
現役
197
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部
活
動
成
績

○�

第
75
回
新
潟
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会�

令
和
４
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会�

新
潟
県
予
選
会��

登
山
大
会

男
子�

優
秀
校
（
４
位
）

山
岳
部

○�

第
２６
回�

撮
影
大
会

最
優
秀
賞

タ
イ
ト
ル
「
無
彩
色
の
車
駕
」

�

羽
吹
萌
百
花

写
真
部

○�

新
潟
県
高
等
学
校�

体
育
大
会
柔
道
大
会

女
子
48
㎏
級

ベ
ス
ト
８�

山
﨑
柚
蘭

柔
道
部

○�

第
６３
回
新
潟
県�

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

高
等
学
校
Ｂ
の
部�

銀
賞

○�

第
４６
回
新
潟
県�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

金
管
八
重
奏�

銀
賞

木
管
四
重
奏�

銀
賞

吹
奏
楽
部

○�

新
潟
県
高
等
学
校
総
合�

体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会

男
子
8
0
0
ｍ
リ
レ
ー�

８
位

�

石
沢
・
櫻
井
・
渡
邉
・
関
口

男
子
2
0
0
ｍ
背
泳
ぎ

８
位�

石
沢
利
輝

女
子
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位�

髙
橋
穂
乃

水
泳
部

○�

第
５０
回
北
信
越
高
等

学
校
選
抜
卓
球
大
会

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

出
場�

開
發
な
な
せ

卓
球
部

○�

新
潟
県
高
等
学
校�

総
合
文
化
祭�

演
劇
発
表
会

�

優
良
賞

演
劇
部

○�

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

男
子
大
回
転

出
場�

半
戸
宝
良
・

�

上
村
脩
太
・
腰
越
温
歩

男
子
回
転

出
場�

半
戸
宝
良
・
上
村
脩
太

○�

全
国
高
等
学
校�

選
抜
ス
キ
ー
大
会

男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

出
場�

上
村
脩
太
・
腰
越
温
歩

男
子
大
回
転

10
位�

上
村
脩
太

出
場�

腰
越
温
歩

男
子
回
転

６
位�

上
村
脩
太

出
場�

腰
越
温
歩

○�

全
日
本
ジ
ュニ
ア
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

男
子
回
転
（
Uｰ

18
）　

７
位�

上
村
脩
太

ス
キ
ー
部

令和4年度末・令和5年度初人事異動に伴う
退職、転出、転入・新採用者等

【
退
職・転
出
等
】

教

諭
（
国

語
）
中
山　

俊
子

退
職

教

諭
（
地
歴
公
民
）
木
村　

秀
彦

退
職

教

諭
（
地
歴
公
民
）
大
行　

弘
道

十
日
町
総
合
高
校

常
勤
講
師
（
地
歴
公
民
）
松
田　

和
真

巻
高
校

教

諭
（
数

学
）
於
島　
　

靖

正
徳
館
高
校

教

諭
（
数

学
）
井
上　

寿
祐

新
潟
江
南
高
校

教

諭
（
理

科
）
石
坂　

修
一
退
職

教

諭
（
理

科
）
田
中　

宏
之

長
岡
高
校

教

諭
（
理

科
）
高
橋　

賢
政

八
海
高
校

教

諭
（
理

科
）
熊
木 

め
ぐ
み

十
日
町
総
合
高
校

教

諭
（
英

語
）
田
村　

和
也

長
岡
明
徳
高
校（
定
時
制
）

養
護
教
諭

大
平　

弥
生

十
日
町
総
合
高
校

非
常
勤
講
師
（
地
歴
公
民
）
丸
山　

久
一
退
職

非
常
勤
講
師
（
理

科
）
南
雲　

良
子

退
職

非
常
勤
講
師
（
保
健
体
育
）
茂
木　

暢
雄

退
職

非
常
勤
講
師

榎
本　

隆
太

退
職

事
務
長

貝
瀬　
　

明

南
魚
沼
地
域
振
興
局

事
務
嘱
託
員

吉
田　

春
美

退
職

【
転
入・新
採
用
等
】

教

諭
（
国

語
）
荒
川　
　

充

長
岡
工
業
高
校

教

諭
（
地
歴
公
民
）
武
田　

孝
昭

長
岡
大
手
高
校

教

諭
（
地
歴
公
民
）
高
澤　

克
之

長
岡
高
校

教

諭
（
地
歴
公
民
）
近
藤　

慎
子

新
潟
高
校

教

諭
（
数

学
）
森
山　

勇
也

国
際
情
報
高
校

教

諭
（
数

学
）
丸
山　

凱
大

海
洋
高
校

教

諭
（
理

科
）
村
山　

一
之

塩
沢
商
工
高
校

教

諭
（
理

科
）
小
田　

涼
平

新
採
用

教

諭
（
理

科
）
長
岐　

祐
介

三
条
東
高
校

常
勤
講
師
（
英

語
）
和
田　
　

淳

小
千
谷
西
高
校

養
護
教
諭

市
野
瀬 

つ
ば
さ

加
茂
農
林
高
校

非
常
勤
講
師
（
理

科
）
深
澤　

和
基

新
規

非
常
勤
講
師
（
保
健
体
育
）
泉
田　

俊
幸

新
規

事
務
長

南
雲　

幸
夫

津
南
中
等
教
育
学
校

事
務
嘱
託
員

荒
川　

美
佳

新
規

職
員
異
動
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部
活
動
紹
介

  

卓
球
部

卓
球
部
は
、
現
在
27
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
、
と
て

も
良
く
、
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
で
き
る
よ
う
な
環

境
で
す
。

普
段
の
練
習
で
は
、
県
大
会
で
活
躍

す
る
と
い
う
目
標
の
も
と
、
平
日
は
１

時
間
半
、
休
日
は
３
時
間
練
習
し
て
い

ま
す
。
主
に
活
動
内
容
は
、
基
礎
的
な

練
習
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
後
、
個
人

の
持
っ
て
い
る
課
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
な
練
習
に
取
り
組
ん
で
し
ま
す
。

主
な
大
会
は
、
５
月
と
11
月
の
地
区

大
会
と
県
大
会
で
、
計
20
校
の
中
か
ら

ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
学
校
が
県
大
会
へ

出
場
で
き
ま
す
が
、
六
日
町
高
校
で
は

優
勝
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

春
の
中
越
地
区
大
会
で
は
女
子
学
校
対

抗
戦
で
惜
し
く
も
２
位
で
し
た
が
、
普

段
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
年
生
が
引
退
す
る
と
、
人
数
が
少

な
く
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
活

気
の
あ
る
、
周
り
か
ら
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

卓
球
は
個
人
と
個
人
の
戦
い
で
す
が
、

常
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
技
術
向
上
に
努
め
ま
す
。

そ
し
て
、
今
、
部
活
動
が
で
き
る
環

境
や
、
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
る
先
生

方
や
保
護
者
、
仲
間
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
卓
球
部

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

語
学
部

語
学
部
は
部
員
が
増
え
、
現
在
27

人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
な
活
動
は
毎
週
月
曜
日
に

A
L
T
の
ス
ウ
ェ
イ
ン
先
生
と
英
語

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
簡
単
な
ク
ッ
キ
ン

グ
等
で
す
。

ま
た
、
語
学
部
は
「
英
語
を
通
し
て

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
超
え
て

海
外
と
つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
の
視
野

を
広
げ
て
い
く
こ
と
」
も
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
国
際
協
力
や
国
際
理

解
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

国
際
大
学
の
留
学
生
を
学
校
に
招
い
て

交
流
し
た
り
、
国
際
大
学
や
池
田
記
念

美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ユ
ニ

ク
ロ
の
「„
届
け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
＂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
校
内
で
不

要
と
な
っ
た
こ
ど
も
服
を
回
収
し
て
発

展
途
上
国
に
送
る
こ
と
で
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
他
に

も
３
月
末
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
帰
国
し

た
A
L
T
の
サ
マ
ル
先
生
が
勤
め
て
い

る
学
校
の
生
徒
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

が
り
、
英
語
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

語
学
部
の
強
み
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
じ
て
英
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
体
感

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
入
部

し
た
ば
か
り
の
頃
、
海
外
の
人
と
会
話

を
し
た
時
、
話
せ
な
い
し
聞
き
取
れ
な

く
て
自
分
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ス
を
恐
れ
ず

自
信
を
持
っ
て
話
し
続
け
る
こ
と
で
、

自
分
の
英
語
が
海
外
の
人
に
通
じ
る
大

き
な
感
動
や
達
成
感
を
味
わ
い
、「
英

語
を
話
す
っ
て
楽
し
い
」
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
語
学
部
で
は
英
語
が

得
意
な
人
も
苦
手
な
人
も
全
員
が
楽
し

く
、
自
信
を
も
っ
て
、
の
び
の
び
と
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
語
学

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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令和４年度六日町高校後援会会計決算書

令和５年度六日町高校後援会会計予算大綱（案）

収入の部 令和5年３月31日現在（単位：円）

項　　目 予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 摘　　　　要
繰 越 金 792,856 792,856 0 前年度繰越金
会 費 等 2,800,000 3,089,073 289,073 会費2,289,073　同窓会助成金800,000
雑 収 入 144 6 △ 138 貯金利息

計 3,593,000 3,881,935 288,935

支出の部 令和5年３月31日現在（単位：円）

項　　目 予算額（A） 決算額（B） 増減（B-A） 摘　　　　要
運 営 費 1,400,000 1,653,499 253,499 会報印刷発送1,242千円、同窓会事務局エアコン376千円等
部 費 1,100,000 861,500 △ 238,500 部活動支援723千円、懸垂幕制作99千円等
環境整備費 50,000 0 △ 50,000
教育活動費 50,000 8,550 △ 41,450 スクールガイド｢いざない｣寄稿者謝礼等
償 還 金 500,000 500,000 0 電子黒板設置借入金に係る六高社への定時償還
予 備 費 493,000 0 △ 493,000

計 3,593,000 3,023,549 △ 569,451
収入3,881,935円-支出3,023,549円=差引858,386円（翌年度に繰越）

（特別会計） ゆうちょ銀行定額貯金　元利合計6,002,033円（預入Ｈ31.3.27、10年満期、税引後）
 第四北越銀行定期預金　元利合計　105,451円（当初積立額100,000円、税引後）　合計6,107,484円

収入の部 （単位：円）

項　　目 当年度予算額（A）前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　　　　要
繰 越 金 858,386 792,856 65,530 前年度繰越金
会 費 等 2,800,000 2,800,000 0 会費2,000,000（一口3,000円） 同窓会助成金800,000
雑 収 入 144 144 0 貯金利息

計 3,658,530 3,593,000 65,530

支出の部 （単位：円）

項　　目 当年度予算額（A）前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　　　　要
運 営 費 1,400,000 1,400,000 0 会報印刷発送、役員会開催等
部 費 1,100,000 1,100,000 0 部活動支援、懸垂幕制作等
環境整備費 50,000 50,000 0 環境整備事業
教育活動費 50,000 50,000 0 スクールガイド｢いざない｣寄稿者謝礼等
償 還 金 500,000 500,000 0 電子黒板設置借入金に係る六高社への定時償還
予 備 費 558,530 493,000 65,530

計 3,658,530 3,593,000 65,530

六高社への電子黒板設置借入金　償還計画 注１ （単位：円）

令和５年度当初
未償還残高 注２

令和５年度
償還予定額

令和５年度末
未償還残高（予定）

7,300,000 500,000 6,800,000

注1 ［償還計画］
平成29年度から基本的に毎年度500,000円を償還するものとする。但し、各年度の償還額はその年度の予算の
範囲内で変更することも承認されている。
注2 ［借入金の借入及び償還の状況］
平成29年9月借入10,000,000円、平成30年3月第1回償還500,000円、平成31年3月第2回償還200,000円
令和2年1月第3回償還500,000円、令和3年1月第4回償還500,000円、令和4年5月第5回償還500,000円
令和5年3月第6回償還500,000円　償還額の累計2,700,000円

新同窓会員の皆様へ
令和 5 年３月　卒業生

同窓会クラス幹事（全日制 75 回卒業生）
男子（1名） 女子（1名） 担任

1組 石坂　光希 青木　瑞菜 南雲　郁絵
2組 前田　瑛太 上村　羽南 枝村　菜穂
3組 井口　　然 今井　奏羽 井上　寿祐
4組 酒井　海斗 中俣　怜奈 於島　　靖
5組 山口　優太 林　　里奈 田中　宏之
計 男子（5名） 女子（5名）

【役員（三役）】 ☆会　長 中 嶋 成 夫（南魚沼市塩沢） 14回卒
☆副会長 小 林 庄 一（南魚沼郡湯沢） 15回卒
☆　同 加 藤 英 子（ 南魚沼市余川） 18回卒
☆　同 星 野　 仁（ 魚沼市小出島 ） 29回卒

【事務局】 ☆本部事務局：新潟県立六日町高等学校　岡田博文（19回卒）
　　　　　　　TEL 070-4450-1971・EMAIL rokko_dousou@ymail.ne.jp
☆東京同窓会：世田谷区等々力3-12-15
　　　　　　　有限会社 明文社内　中島文夫（20回卒）
　　　　　　　TEL 03-3704-3603・FAX 03-3705-4320
☆新潟同窓会：新潟市中央区新和4-15-6　駒形正明（25回卒）
　　　　　　　TEL 080-2034-8481
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創立100周年を記念して行われる
記念式典・記念講演、祝賀会についてご案内致します。

日時：令和5年10月14日（土）9：30～12：00
会場：南魚沼市民会館　　南魚沼市六日町865　025-773-5500

日時：令和５年10月14日（土）13：30~15：30
会場：NASPAニューオータニ　　
　　　南魚沼郡湯沢町湯沢2117-9　025-780-6111

100周年記念式典・記念講演

祝　賀　会

記念式典　■9：30～
記念講演　■11：00～12：00　　
　　　　　講師：宇宙飛行士　野口聡一　様

開宴　■13：00～13：30　　終了　■15：30

2023年に六日町高校は
創立100周年を迎えました

六日町高校同窓会HP　https://rokko-reunion.jp

プログラム

プログラム
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令和5年度同窓会総会、懇親会のお知らせ

令和5年度同窓会総会の議案審議および議決について（お知らせ）

今年度の同窓会総会の議案審議ならびに議決については以下の通りといたします。

①８月１日（火）～８月22日（火）の期間中、議案書を六日町高校同窓会ホームページ上に掲載します。（URL  
http://rokko-reunion.jp）

②同窓会・後援会会報に同封された後援会費振込用紙によりご入金いただく際に、否決の意思表示のみ、
連絡欄にその旨を以下の記載例の方法で記入していただきます。

③同窓会・後援会会報は昨年度ご入金いただいた方を除き、隔年でお届けしています。今年度お届けでき
なかった同窓会員の皆様には、恐れ入りますが郵便振替の振込票をご利用下さい。記載例は以下の通り
です。

六日町高校同窓会ホームページ
（URL  http://rokko-reunion.jp）

スマートフォンはこちらから
ご覧いただけます。

④８月31日（木）までを投票の期間といたしま
す。結果は９月以降六日町高校同窓会ホー
ムページ上に掲載いたします。

今年度、同窓会総会は実施いたしません。懇親会は100周年祝賀会として実施いたします。

記入例

後援会費は１口3,000円です。

ホームペー
ジで

ご確認くだ
さい




